






その他のタイトル Studies in the From and Meaning of Mood in




寺 村 秀 夫  
1．は じ め に  
本稿の直接の目的は、現代日本語で、ダロウ、マイ、ソウダ、ヨウダ、ラシ  
イおよびそれらに類する語の使い分けが、どのような素因の複合として説明で  





















［67】   
































ウ）は「終助詞に準じて、陳述の一種としてはたらく」（123ペ）と性格づける。   
動詞・形容詞の活用形、助動詞、終助詞などのうち、どれが「主観的・主体   

































し、命題（proposition－ここでいう叙述内容）とモダリティについての考察   

































閉居である。   

































「断定作用」の違いで使い分けられるのかは、上に見て来たような、これらの   































ような「主体的」「主観的」旗度が関与するかを、より大きな要因、つまり多く   



































て、何らかの方法によって、相手が事態について知るための辛がたりを与えよ   



































にも過去形にも疑問の形にもなれるのは（シ）ソウダだけということになる。「確   
























通する性質をもつことが知られる。   





否か〉   
この素因について、プラスであれば、用言の現在形（終止形）か過去形で言い   
切る文になる。マイナスであれば、（3卜（12）の文末のような助動詞が使われ   
る。   






〔2］く自分の推量による概言的報道か、他から得た情報の提供か〉   
前者の場合は、グロウ、カモシレナイ、ニチガイナイ、マイ、（シ）ソウダ、   


















【3］く（過去の）既定の事実について使えるか否か〉   
この素因についてマイナスなのは、（シ）ソウダとマイ。その他はプラス。   
川 く現在・未来事について使えるか否か〉  
本稿の形式はすペてこの素因についてプラスである。  
（つまり、素因閏と、【3＝刊は、すでに階層的上下関係になく、十字的交差   
の関係にある。   
ムードの形式と意味（1）  77   





























ムード」の一つと考えたようなムードを担う場合があることにも現れている。   
グロウ、マイが、話し手がもっぱら自分ひとりの知識、過去の凝験を支えと  
しての推量であることを示そうとする表現であることは、「推量」とはいいな  
がら、しばしば実は積極的な主張である表現に使われることにもつながる。   
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（21）土地の値上がりをそのままにして、金は貸すから自分で家を手に入れ  
ろというような政策が続く限り、マイホーム借金の重荷はむしろ増す  





った使い方がある。   
カモシレナイ、ニチガイナイについては、ここではダロウのバリュイション  
というにとどめる。ただ、ニチガイナイが、実際には、話し手の独白に使われ  
るのが一番多いことは注意しておいてよいだろう。   
以上のことから、推量の表現を下位分類する素因として、次の点があること  
がいえる。  
［5】く「単純な」推量か、客観的な根拠を拠りどころとしての推量か〉   
前者なら、ダロウ、マイ、カモシレナイ、ニチガイナイ、などとなる。   
後者なら、（シ）ソウダ、ヨウダ、ラシイとなる。  
次は、（シ）ソウダ、ヨウダ、ラシイの使い分けの素因について考える番であ  











という、程度的な仕分けも必要になってくると思われる。   
こういう場合は、できるだけ入れ替えが明らかに不可能な場合から手をつけ  
ていくのが得策である。で、まず、「（シ）ソウダ」が使われる場合のうち、「ヨ  
ウダ」「ラシイ」で置きかえることができない場合を具体的に考えてみよう。   






























はそれほどでもないと思われるのはなぜだろうか。   
金田一（19S3）は、先にも触れたように、上の三語をいずれも「．‥と推定さ  
れる状態にある（または属性を有する）」という点で同じであると考えるが、「も  
っとも、意味は多少ずれている」とし、（注）で次の三つの文を例にして次のよ   
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うに説明している。（④⑥⑥はここで仮につけた〉   
㊥ 雨が降っているそうだ。   
⑤ 雨が降っているらしい。   






























比べかなり明るくなりそうだ。   
81  ムードの形式と意味（1）   
（20）今後も予想される三大党派の内ゲバをはじめ、党派の分裂状騒、硬直  








だ、より厳密にいうと、   
く21）アイツナラヤリソウナコトダ。  
のように、別に「眼前の状況から」予想しているわけでない場合もあるし、ま  




















（26）コノ西瓜ハオイシイヨウダ。   
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（27）元気ナヨウデスネ。  
（28）忙シイヨウダカラ出直シテ来／レヨ。  
（29〉 コノ西瓜ハオイシイラシイ。  
（30）元気ラシイデスネ。  































と   











おくべきだと考える。   
担】知り得た状況から、一般的傾向を推量する。  
今まで見てきたことのほかに、（シ）ソウダ、ヨウダ、ラシイを使い分ける要  
因として、無視することができない のは、その推量の根拠となる状況について  
の情報源が、話し手自身の観察によって得られたものか、それともどこかほか  
から得られたものか、という区別である。このことは、先に推量から外して  















ようだ。（朝日新開）   






























宜「日本人の法意識」）   
以上見てきた限りでは、ヨウダとテシイは（「比況」のヨウダ、「ふさわしい」  
意味のラシイは別）、大方の文法書にも書かれているように、互いに入れ替え   
































もある。先の（33）に加えて、もうすこし具体例でこのことを確かめてみよう。   
たとえばここに、新聞の「異色企業」探訪記事がある。特派記者が焼酎ブー   



































だ」といって「休憩いたします」とやった。   









という意織があるか否か〉   
この素因についてプラスであればヨウダ、マイナスであればラシイが選ばれ   








3．ま  と  め  
本稿で戟褒め対象としたムードの助動詞の使い分けの素因をまとめて表にす  











果を意識しての使い分けの心理は、どうしてもこの穂の語の使い分けに関して   















????????????? 【 ?????????????????????????? ?
＋ ＋  
ー ＋ ＋  
3  2 1 0  
0 1 2  3  







＋ － － － ＋ － － － ＋ ＋  
＋ － ＋ － ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋  
十 ＋ ＋ 一 ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋  












部分を含む「文」だけで判定できる場合を「正しい・正しくない」（‘gram－   
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